
閨
〈
や
り
方
〉

①

漢
字
の
ノ
ー
ト
（
１
２
０
字
）
を
用
意
」

②
 
見
本
を
見
て
、
一
ペ
ー
ジ
に
一
つ
の
漢
｛

☆
大
き
く
書
く
漢
字
（
四
マ
ス
つ
か
う
）
、

を
用
意
す

つ
の
漢
字

〈
学
習
す
る
漢
字
〉
（
四
年
生
の
国
語
の
教
科
書
の
う
し
ろ
の
。
ヘ
ー
ジ
を
見
る
と
読
み
方
や
熟
語
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
）

「
改
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「
願
」
「
挙
」
「
救
」
「
低
」
「
束
」
「
毒
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「
働
」
「
未
」
「
貨
」
「
治
」
「
芸
」
「
量
」
「
停
」
「
粉
」
「
冷
」
「
唱
」
「
堂
」

（
例
）
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わ
た
し
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
①

☆

本
（
教
科
書
・
百
科
事
典
な
ど
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、
分
か
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

本教
科
書

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

教
科
書

（
調
べ
る
こ
と
）

〆へ、

例
一

分
か
っ
た
こ
と

米
作
り
は
ど
の
都
道
府
県
で
も
行
わ
れ
て
い

る
。
と
く
に
新
潟
や
北
海
道
、
東
北
地
方
。

~

米
作
り

~
名
一

Hij

戸、

考
え
た
こ
と

米
作
り
に
向
い
た
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
学
校
で
も
お

い
し
い
お
米
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ー



名

前

（

☆
調
べ
た
こ
と
を
ほ
う
こ
く
書
の
形
に
そ
っ
て
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
②

初めに 題名分かったこと終わりに調べた本など

（
調
べ
る
こ
と
、
調
べ
る
こ
と
に
し
た
理
由
や
き
っ
か
け
、
調
べ
方
を
書
く
。
）

（
例
）
知
っ
て
び
っ
く
り

（
内
容
ご
と
に
分
け
て
書
く
）

（
問
い
に
対
す
る
答
え
を
ま
と
め
て
書
く
。
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
な
ど
を
書
く
。
）

（
本
の
場
合
：
．
筆
者
名
・
題
名
・
出
版
社
名
・
発
行
さ
れ
た
年
）

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
…
制
作
者
・
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト
ル
．
ご
詞
巴
（
ア
ド
レ
ス
）
閲
覧
日
）

お
米
の
歴
史

書
く
内
容

）
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ａ
 
訓
を
手
が
か
り
に
し
て
、
次
の
熟
語
の
意
味
を
考
え
ま
し
ょ
う
．
そ
し
て

国
語
辞
典
や
漢
字
辞
典
を
引
い
て
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。
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ー旬(6）（7）~~~(8)~~

リ
ュ
ウ
セ
ィ
流
「
１
１

流

星

 
Ｉ
‐
一

星

ｒ

Ｉ

Ｉ

‐

ｌ

Ｌ

ボ
ク
ト
ウ
 
木

木
刀
刀

コ
 
ガ
イ
 
戸

戸
外
１

ｒ

タ

味

Ｌ

心

，

く

竹＃
林リ
林竹

I

オ
ン
ス
ィ
 
温一

温
水

日

丁

Ｋ

｜

プ

 

ー

~

タ

ス

ウ

ろ

／

多
数
数

漣
ン
ン
方
“
イ
ー
症
不
も
も
ｊ
ｇ

深
海
海

デ

ン

ゴ

ン

云
１

云

、

言

一

一

１

、

一

二

口

一

、
１
Ⅱ
１
１
１
日
１
６
Ｊ
■

ｉ

Ｉ

Ｉ

７

０

Ｉ

ｌ

■

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

熟
語
の
意
味1~

－
１
１
１
‐
１
１T

1

－1

1
－ 」

I
９
日
●
８
１
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
４
Ｌ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
■
’
’
０
１
１
１
１
１
．
０
１
１
が
Ｉ
Ｉ
６
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
０
１
Ｉ
Ｉ

－｢－－

１
１

訓
読
み
・

一
熟
語
の
意
味
一

１
１

~~

1
一

~

’
ｒ
ｌ
ｌ
ｆ
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ

ｊ
Ⅱ
’
６
１
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｄ
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~

１

１

１

Ｉ

ｊ」１
日
’

~

~~~

~~

~1

~
一
辞
書
て
は

－
１
~
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
~
Ｉ
、
‐

１
６
０
１

９

０
ｌ
ｂ
４
Ⅱ
Ｉ

’琴－1
－デー~｜
k~l

I十 0

1孔 I

l
l

~
｜

~ ~
~
~
~

~

言
丁
坦
ｌ
」
た
意
球~

辞
書
て
は~

－
１
１

予
想
し
‐
た
意
味

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

｜
辞
曾
て
は

ｆ
想
ｌ
》
‐
た
童
朱

予
相
《
』
し
た
《
必
来

ｒ
ｌ
Ｉ
１
１
１

ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

辞

書

て

は

も
り
ａ
Ｉ
Ｉ
ｏ
Ｉ
１
１
Ｉ
１
４
卜
４
．
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

予
逗
Ｉ
し
た
意
球

一
予
想
Ｉ
」
・
た
意
‐
味

一
辞
書
て
は

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
ｌ

I
「一
子
相

伊

ト
辞
書
て
け

ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
Ｉ
１

｜
’

１

~

ｌ
ｆ
相
的
』
し
た
き
昏
衆

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

－
辞
書
て
は

ー１
１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

麗

Ｌ

ｆ

意

味

、
ｌ
ｄ
Ｉ
Ｉ
９
ｔ
・
Ｉ

Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｇ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

■
Ｉ
ｐ
ｈ
１
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｕ
Ｉ
１
１
１
１
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
９
０
１

１

，
１
１
ｔ
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

ｒ
‘
ｉ
ｌ
Ｉ
‐
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
‐
Ｉ
‐
Ｉ
‐
１
１
１
１
］

｜

~

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
１
●
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
’
’
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｑ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
●
’
’
１
ｌ
ｌ
ｆ
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ⅱ
」

’

名 前

~

~
~
~
~
~ ’

Ｉ
４
１
Ｉ
０
ｊ
ｌ
ｌ
！
，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
－

~

｜

’
？

~
ｌ

~

~
~I

１
１ ’イ 9

’！一二
~~~~

~~~~

~

~

~~~
~~



囿
嗣
Ｉ
剛
傭
い
鴬
妹
~

１
１
１

~

⑨
次
の
熟
語
の
組
み
合
わ
せ
は
、
次
の
ァ
か
ら
ェ
の
ど
れ
に
な
り
ま
す
か
、

組
み
合
わ
せ
を
考
え
て
、
意
味
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
．
そ
し
て
、
国
語
辞

典
や
漢
字
辞
典
を
引
い
て
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

白 明

紙暗

ア
に
た
意
味
を
も
つ
漢
字
の
組
み
合
わ
せ

イ
反
対
の
意
味
を
も
つ
漢
字
の
組
み
合
わ
せ

ウ
正
の
漢
字
が
、
下
の
漢
字
を
修
飾
す
る
関
係
に
あ
る
組
み
合
わ
せ
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Ｉ
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音読カード 名前 一一

~

且
Ｉ

先生のはっきりと
よい姿勢 間のとり方

聞こえる声で

区
回数題名 サイン

回

~回

回

回

回~

F
回

回

回

~回~ ~

~回
~

一

お家の人に間し

。 よく読めた

全部できたら、色をぬろう1

.えんぴつけずり ・お手紙・時間割


